４　地引き網
　泊村地内では、原・筒地の2部落が海を持たず、他の集落は砂浜の海岸に面している。宇谷から泊までの海岸を一里浜、石脇からの小浜までを八町浜と呼んでいる。

　地引き網の漁場は、この八町浜と一里浜であって、各地域EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ごと),毎)に境界を設定し、他の地域に入っての漁は協定により禁止され、固く守り継がれて来た。網が流れて他の権域に入ることもあり、もめごともあった。

　地引き網の組織については、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あじや),網師屋)がその組織の会計と庶務をつかさどり、その下に実際漁業の最高責任者であるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せんどう),船頭)があり、漁師を統轄した。

　網も種々あり、大きい魚（はまち・さば）をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(と),獲)る大網、「いわし」などを獲る小網（「いわし網」ともいう）があった。その網の種類による組織で組の名称も出来、大網・小網・中網・元網・新網などとし、地域の漁民は、それぞれの組に所属し、中には2網以上に加入しているものもあり、各網で競い合って地引き網漁業に励んでいた。

　舟は各組でそれぞれ1隻ずつ持ち、網組内には「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てんま),伝馬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せん),船)」という小舟を併置所有する組もあった。
　休業期、すなわち冬場の舟や網の保存には、砂浜に舟小屋といって独特な三角小屋を建て、漂砂によって舟具や網の埋まるのを防いだのである。

　春、草木の芽立つころになると、小魚では、いかなご・ごまめ・いわし、大きいものでは、さば・あじが漁れ、秋季の漁獲は、さば・あじ・はまちなどであった。

　これも戦後、昭和24・5年ごろまでがピークで、統計によると、昭和46年ごろまでで、その後は、「地引き網」の出来るぐらいの沿岸部には魚は寄りつかず、「地引き網」漁業はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(すた),廃)れたのである。

　「地引き」の区域内に魚群が入って来ると、経験とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かん),勘)によって素早く組の人に知らせる。舟を誘導する人が立つ台地を色見場といい、組の人に知らせることを「まねく」といった。

　浜に集った人々は、大急ぎで海上に舟を出し、8名ないし10名位で作業に入るが、浜辺の人は、基点となる網を持ち、船頭は色見の指示により漁群を包囲するのである。網が引き揚げられると、組の人や、他の手伝いの人々に分配する魚を残して、行商人や仲買人に売り、その売上金で組の経営と維持発展を競ったものである。
　昭和の初めごろまでは、さば・いわしの大漁で浜もにぎわい、漁獲した「いわし」は、浜に据え付けた大きなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かま),窯)で油を取り、その身は乾燥して肥料とした。「さば」も「4斗だる」に塩漬として保管し、当時の食ぜんを賑わせた事も、今は昔の物語である。そのころ、海流やその他の諸条件などにより、宇谷浜や石脇浜が地引き網の好漁場であった。

　現在地引網を保有する部落は少なくなり、村域では比較的フリーに引くことができるようになっている。

　昭和7年6月、泊、園の海岸にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まぐろ),鮪)の大群が押し寄せたことがあるが、その後、昭和11年6月、小浜海岸に突然、鮪の大群が襲来した。村人は、総出で網で取巻き海岸に引き寄せ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かけ),掛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(や),矢)で散々頭をたたき、弱らせてから浜に引き揚げた。総数は、78本。1本が80貫（300キログラム）もあるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しろもの),代物)であったという。
